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情報化の時代がやってきた

携帯電話・スマートフォンの爆発的普及

インターネットの普及拡大

地上デジタル放送の完全実施

 Facebookなどソーシャルメディアの普及

光インターネットが我が家まで

電子商取引の拡大

あらゆる情報の電子化



情報化が地域社会
を変えている

情報化

農 業 医 療

福 祉防 災

教 育 生活利便性

観光

行政サービス

地域活性化、地域課題解決の道具として

コミュニティ



◆西米良村総人口 1,255人

◆ 65歳以上人口 533人

◆ 高齢化率 42.47％

西米良村の高齢化の現状

平成25年10月現在



某市アンケートに見る利用率

携帯電話
所有率

パソコン
所有率

インターネット
利用率

20～29歳 99.0% 74.0% 89.4%
30～39歳 96.6% 68.9% 74.8%
40～49歳 95.6% 72.8% 72.1%
50～59歳 86.9% 56.2% 45.8%
60歳以上 79.8% 36.0% 20.8%



インターネットを利用しない理由



パソコンを利用する上での
困りごと（某市/ 50代以上調査））

17.9％
17.6％

14.6％
13.0％

11.8％
10.8％

10.6％

3.3％



シニア世代のパソコンや
インターネットの利用に
関する問題点

◆ 必要がないと感じている
◆ 使い方や操作方法がよくわからない
◆ 相談・質問できる相手がいない
◆ 教えてもらってもすぐ忘れてしまう



これからの地域社会

 自分たちの地域は自分たちで創る

 行政サービスも情報化の時代

 生活の中でＩＣＴ利活用の機会が拡大

 住民自ら情報発信する機会が拡大

ＩＣＴ利活用への抵抗感をなくす

ことが必要な時代



これからのシニア世代のあり方
介護を必要とする時期を少しでも減らし、
少しでも健康で元気な生き方を継続したい

いつまでも社会の重要な一員であるという自覚
いつまでも学習する好奇心と意欲

● 社会参加・社会貢献
● 生き甲斐づくり
● 仲間づくり

シニアネット活動

情報技術の
習得と活用

地域コミュニ
ティの醸成



シニアネット長崎の紹介
 目的・目標

シニア世代の生きがいづくり

ＰＰＫ（ピンピンコロリ）活動

IＣTを活用した交流の輪の拡大

 会員分布

３市２町（人口７５万人）
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シニアネット活動の特色

◆ 循環型学びの共同体の仕組みを確立
＊ シニアがシニアの教師

（先生であり生徒でもある）
＊ 生徒が教師へ成長
＊ やりがい、生きがい発見

◆ シニアによるシニアのための運営
◆ 少人数制の学習センター
◆ シニア向けの特別カリキュラム



設立までの経緯
 平成12年12月：三和町で年輪塾開催

 平成13年 6月：シニアネット講演会開催

米国シニアネット代表 アン・リクソン女史

 平成13年10月：シニアネット:設立準備会を結成

構成員：９名から出発

ＩＴ講習実証実験（シニアによるシニアのための）

 平成１４年４月：シニアネット長崎発足（67名）
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会員数の推移



年齢構成



シニアネット長崎
の活動内容
 ＩＣＴ講習会の開催（基礎講座ではなく成果品づくり）

 研修会の開催（最近の話題や課題について）

 相談会（互いに教えあう、相談しあう）

 文化祭（成果品の披露、バザーなど）

 サロン活動（さるく会、デジカメサロン、絵手紙など）

 親睦行事開催（撮影会、旅行、花見、ビアパーティなど）

 各種ボランティア活動（保育園、障碍者施設など）

 他団体との交流活動（同類の団体との交流）

 収益事業（ＨＰ作成受託、その他の受託事業） など



ＩＣＴ講習会の開催
基礎講座ではなく成果品づくり：月1回開催

 インターネットの上手な使い方

 ブログを楽しもう

 いまさら聞けないパソコンＱ＆Ａ

 ムービーの編集

 デジカメ動画

 ＪＴｒｉｍによるデジカメ写真の加工

 自作ラベルでマグカップ作製

 おもてなし箸袋の作成

 Ｅｘｃｅｌを使った予定表作成

 ワードアートでデザインに挑戦

 パソコンで描く絵手紙ペイント

 イラスト入りチラシ・案内状

 手作り「ウチワ」作成

 インターネットとエクセルによるカレンダー作成



研 修 会
（最近の話題や課題について：年4回）

携帯電話の上手な使い方
地上デジタル放送って何だろう
地デジ時代のテレビとの上手な付き合い方
パソコンで確定申告書作成
フリーソフトの紹介
迷惑メール対処法
シニアが賢い消費者になるために
海外個人旅行の愉しみかた
食生活が人生を変える
土で変わった究極の元気野菜
シニアの健康について
長崎を学ぶ、歩く、見る、知る
シニアの健康管理ー肝臓障害などー



相 談 会
（互いに教えあう、相談しあう：毎週1回）



サロン活動



会員コミュニティ
 Ｆａｃｅ ｔｏ Ｆａｃｅ が基本

 でも、ネットコミュニティも大いに活用

ホームページでの情報発信

電子掲示板を活用したネットコミュニティ

メールを活用した情報発信

メーリングリストを用いたコミュニティ

スカイプを用いたグループ学習

YouTubeを用いた映像発信

Facebookを活用したコミュニティ



活動風景



文化祭（成果品の披露、バザーなど）



技術と経験を生かせる諸活動

長崎県ＩＴフェアーへの参加

ＩＴボランティア連携懇談会



広

報



入会して自分が変わった点
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あたらしい友人ができた　

生き甲斐がみつかった　　　　　

毎日の生活が楽しくなった　　　

心身が健康になった　　

パソコンが使えるようになった　

インターネットが使えるようになった　　

性格が明るくなった　　

新しいことにチャレンジするようになった　

何も変わらない

その他

不明



情報化投資を無駄にしないために

★ ICTの利活用があって、

はじめて情報インフラは活きてくる。

★ まずはみんなで大いに活用しましょう！

★ そのためには、みんなでいっしょに

学べる環境をつくりましょう！

★ 行政は、そのためのコーディネータ役を！






